
 

 

              

「ホームドラマチャンネル」番組審議会 議事録 

 
インターローカルメディア株式会社 

松竹ブロードキャスティング株式会社 

 

 
開催日時：  2023年 12月 14日（木曜日）12：15～13：30 

開催場所：  銀座 花蝶 

出席者：   番組審議委員: 植草信和／太田博／小野寺重之／田中絵美子／ 

堀江ミエ子／松本行央   

※委員総数 8名中、6名出席 

※欠席委員: 相坂吉郎／中村歌六 

        放送事業者(インターローカルメディア株式会社): 久保政史／佐藤肇 

             番組供給事業者（松竹ブロードキャスティング株式会社）: 

             井田寛／大谷二郎／鵜澤由紀／深田誠剛／今井由佳子／山野井崇之／ 

             小山雄介／小原明子 

 

        
議題： 

1.報告事項  

・マーケット近況報告 

・視聴者からの番組内容、編成内容に関する問い合わせ等について 

・「お母さんが一緒」(オリジナルドラマ)制作、放送について 

 ＜番組概要＞ 

 監督・脚本:橋口亮輔 

 原作:ペヤンヌマキ 

 キャスト:江口のりこ／内田慈／古川琴音／青山フォール勝ち(ネルソンズ) 

 親孝行のつもりで母親を温泉旅行に連れてきた三人姉妹。姉妹が共通して思うことは「母親

みたいな人生を送りたくない」ということ。温泉宿の一室で爆発する母親への愚痴はエスカ

レート。そこに三女がサプライズで用意していた彼氏が現れ、物語は思わぬ方向へと転じて

いく。 

  放送:2024年 2月～ 

・「ホームドラマチャンネル」(2023年度)の番組内容、編成内容総括 

 

2.審議事項 

(1)「お母さんが一緒」に対する質疑応答 

◇放送終了後に劇場公開するということだが、展開はどのように考えているのか。 

…3 月末には放送が終了となるため、4 月から宣伝の準備を始める予定。 

劇場展開の配給会社は決まっているが、公開する劇場については現状未定。 

夏か秋にミニシアター系の劇場で公開できればと考えている。 

◇ドラマを編集し映画にするのか。それは新作映画という認識でよいか。 

…1 話 30 分のドラマを 6 話分編集して映画とする。内容はドラマと同じであるが、 

新作映画という扱いになる。 



 

 

◇江口のりこさんなど人気女優が出演されているので、プロモーションについては色々な媒体から

のオファーが来るのではないかと思う。ホームドラマチャンネルで放送することが、今後の映画

化や配信などの宣伝につながることを期待している。記者発表やプレスリリースは予定している

のか。 

…2 月に放送するが、ホームドラマチャンネル内での宣伝を予定している。記者会見は 

予定していない。但し、監督や出演者の各種パブリシティ展開は考えている。 

 

 

(2)その他番組に対する意見 

◇Netflix を含む配信サービスは加入者数を伸ばしている印象にあるが、放送だけでは今後の先細り

も懸念されるため、新しいビジネスの取組みをしていかないといけない。 

 

以上 


